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1 は じ め に
ハイドランジア アルボレスケンス `アナ

～
レ'は,寒地・

寒冷地向き花木で,切 り枝には「フレッシュグリーンJ,「フ

レッシュホフイト」,「 ドライグリーン」の3種類の切り前が

ある。山形県では,「フレッシュグリーン」での出荷を主体と

した栽培を推進している。露地栽培では出荷時期が6月 中旬～

7月 上旬の短期間に集中することから,生産の拡大と収穫労力

の分散を図るため,露地出荷前の促成栽培の作型について,加

温開始時期と加温温度について検討した

2試 験 方 法

(1)加温開始期と開花 品質 (平成 160

供試材料は,平成 14年 9月 l‐5し木を行い,9cmポ リポッ

トで育苗し,平成15年春にボックス儲ヒ0×横∞×深さ25cm・

容量 30Llに 2株 株間 20c■llを移植し,露地に置床して養

成栽培し,同年 12月 に昧の基部で台刈りした三年生株を用い

た ボックスの培地は畑土ともみ殻判 巴を等量混合したもの

を回甲した

露地区 側 つ は,平成 14年 9月 に挿し木し,同年 10月

にうね幅 180cm,株間50m,1裂直に定植した三年生株を固甲

した

試験区は,カロ測開始日を 1月 16日 ,2月 13日 ,3月 12日

の3時期とし,3月 12日 に保温のみの区を設け,各加測開政台

日に,露地に置床しているボックス定植株を加温ハウスに移

動した

加温|シ ウヽス内尉曲破 15℃を目標とし,日 中は 28℃で換

気した 露地区は地床で露地栽培を行つた

試駐晩衡ま,1区 2ボックス 14榊 とした

収穫時の切り前は,「フレッシュグリーン」とした

(2)加温温度,加温開始時期と開花,品質 (判載17句

鋼 材‖ま試験 (1)と 同様の三年生株を用いた

試験区は,力臨温度を 15℃,ぴC,保温のみの3区を設け,

加温開始日3月 11日 ,3月 31日の2時期で検討した

試験規機 収穫時の切り前は試験 (1)に準じた

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)加温開始期と開花 品質

収醐 は,力畔刷謁始 1月 16日 区が 4月 27日 ,同 2月

13日 区が 5月 6日 ,同 3月 12日 区が 5月 20日 ,保温区が

6月 8日であつた。

切り花品質は,カロ温各区で,花房の形状力編平功 らヽ菱形状

に乱れた不良花が発生し,商品性が低下した 不良花の発

生は,1月 16日 区が多く,2月 13日 区と3月 12日 区では

少なく,榊駐区ではみられなかつた (表 1)。

(2)加温温度,加温開始時期と開花 品質

収穫期は,力‖島区で 5月 ヽヽ -6月 上旬となつた 諷舵日

撫ま15℃区が 8℃区よりも2～4日短く,加温撤峙 期 3月

31日が同 3月 11日 よりも15～17日短縮した 保温区の収穫

期は6月上旬で,保温調始時期による着まなかった

促成各国の商品収量は株当たり 10～16本程度で露地区よ

りも少なかったが,ボックス栽培の根城制限による立毛数減

少によるものと考えられた また,各区とも不良花の発生は

なかった 俵 2)。

切り花品質は,促成各区間では大差はなかつた 露地区

との比較では,切り花長が長く,J立規格の割合が多かつ

た 俵 3)。

4ま と め
ハイドランシケ  アルボレスケンス `ア)べ,レ'の株個裁

の力●監又は保温の開始時期は3月下旬力埴 し,露地栽培と

同程度の切り花品質が得られる。3月 中旬以前の加囲開始ま,

花序の生育に乱れが生じ不良花力溌生する可能性がある。

収穫始期は,山形県平坦部で加温温度 15℃では5月下旬,

同ぴCでは6月 上旬,保温のみでは 6月 上中旬頃となる (図

1)。
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表1加温開始時期と収穫時期、収量 (平成16年 )

緯 鴻 証

温 )騨 )漕 :勇

所
fI卜

J著 1戯
)墓 鷺 "

1月 16日    15℃    427   505    14      39   102   78   多
2月 13日   15℃   506  510   5    19  83  78  少
3月 12日    15℃    520   523     5       5    69   75   少
3月 12日   保温   608  612    6    13   88  80  無

露地      618  622   6   -   -   120  無
*1:促成開始日から、薔芽、収積始期までの日数
*2:切り花長10cm以上、不良花含む

":達
観による不良花発生程度 多(70～ 100%)、 中(30～ 60%)、 少(10～ 20%)

表2加 温温度、加温開始時期と収穫時期、収量 (平成 17年 )

加温温度 鵡 醐 憮 詐 所

1:l‖ i5鰍 戯 )轟 “(月 日) (月 日) (日 間)
15℃  3月 11日    525   531    14     26   81    16   103   無

15℃  3月 31日    531    603     11      11    64    25    140   無
8℃  3月 11日    531   602    14     31   83    26   115   無

8℃  3月 31日    604   608     9     14   68    26   133   無

保温 3月 11日   608  610    5    31   91   23   113  無

保温 3月 31日   608  608    5    18   70   32   163  無

露地      620  622    7   -   -    44  250  無

*1加温開始日から、萌芽、収積始期までの日数
*2切り花長50cm以上
*3違観による不良花発生程度 多(70～ ,00%)、 中(00～ 60%)、 少(10～ 20%)

表3加 温温度 加温開始時期と品質、規格別商品割合 (平成 17年 )

加温温度 詔躍l切
[FttTtt T T抑

茎径
繭 渕 傭 論

(cm) (mm)   (%)    (%)    (%)    (%)
15℃  3月 11日    94    53   77  147   63   65    00     73     49    878
15℃  3月 31日    96   45   71  124  43   68   18    36   161   786
8℃  3月 11日    96    44   66  122   41   63    22     65     65    848
8℃  3月 31日   101    48   66  125  49   66   00    75    75   849
保温  3月 11日   97   45  65 122  42  63   00   44   67   889
保温  3月 31日   95   43  61 124  57  64   00   92   185   723

露地      87   55  64 100  47  74   16   120   168   696

月        3月            4月            5月            6月
半旬  123450123456123456123456
15℃加温 O――…―一―一――――――――一――――[三二:=:

8℃加温 O―――――――――――――――――――――――EI二 :二 :

保温 0-―――――――――――――――――――{==:
E=二 :=:露地

O:加温または保温開始時期   III:収穫時期
図1促成栽皓の作型 (山形平坦部 )
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